
【はじめに】Dysgonomonas 属は 2000年に菌種登録された
グラム陰性通性嫌気性球桿菌であり，一般的に比色法や質

量分析法での菌種同定は困難といわれている。今回我々は

Dysgonomonas 属による菌血症を経験したので報告する。
【症例】患者は 79歳女性。胆管癌が疑われ精査のため当院
に紹介，肝門部胆管癌と診断され手術を行った。術後 32日
間の間に提出された血液培養(2セット×5検体)からは
AmpC型 βラクタマーゼ(AmpC)非産生 Enterobacter cloacae 
complex ，AmpC産生 E. cloacae complex ，MRSA ，
Enterococcus faecalis ，Candida tropicalis を検出し，

CTRX，CPFX，VCM，MEPM，ABPC，MCFGの投与歴が
あった。以降の胆汁と血液から小型のグラム陰性球桿菌が

分離され LVFXが投与された。
【検査】小型のグラム陰性球桿菌は培養 1日目，炭酸ガス
培養条件下のヒツジ血液寒天培地に微小な灰色集落を認め

た。オキシダーゼ試験は陰性であり培養を延長した集落は

苺様の果実臭を放っていた。院外のMALDIバイオタイパ
ーにて D. gadei (Score値 2.057)と同定したが，特徴的な臭気

より D. caphagoides を疑い 16S rRNA遺伝子解析を依頼中で
ある。

【考察】当院は同定機器として VITEK2と VITEK MSを保
有しているが，ともに本属がデータベースに登録されてお

らず同定は困難であった。ただし本症例で分離された株は

特徴的な苺様の果実臭を放っており，菌種推定の一助にな

るのではないかと考える。
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